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は じ め に
ヒラリー・ロダム・クリントン上院議員（当時・以下ヒラリー）がアメリカ合衆国大統領選
挙への出馬を高らかに宣言したのは，２００７年１月のことである。マスメディアによる当初の予
想では，ヒラリーは民主党の予備選挙に勝利し，一般選挙で共和党の候補を破り，アメリカ初
の女性大統領になることがほぼ確実視されていた。結果的には，予備選挙でバラク・オバマ候
補に敗れ，同候補が一般選挙で共和党のジョン・マケイン候補に勝利したため，「アメリカ初」
のアフリカ系大統領は誕生したものの，女性大統領実現の夢は遠のいてしまった。ヒラリーの
出馬は，女性の政治的進出にはなお「ガラスの天井」が重くのしかかることを実感させる事例
となったが，一方で，女性が，合衆国大統領というアメリカ国内はおろか国際的な政治的リー
ダーの地位を目指すこと自体，決して特別ではないことを世界に印象づけたといえるだろう。
とはいえ，ヒラリーの大統領選挙への出馬は，真空から突然飛び出してきたわけではない。ア
メリカの「女性と政治」が辿った道のりは，いうまでもなく，決して平坦ではなかったのである。
１ アメリカの「女性と政治」を巡って
 フェミニン・ミスティークのインパクト
アメリカ合衆国において「フェミニズム」思想や運動が拡大し，社会的に大きなインパクト
を持ち始めたのは，１９６０年代後半から７０年代にかけてであり，その契機は，１９６３年に出版され
たベティ・フリーダンの著書「Feminine Mythtique（女らしさの神話，邦題：新しい女性の
創造）」にあった。第二次世界大戦後の経済的繁栄を謳歌するアメリカの白人中産階級のライ
フスタイルは，富と繁栄のモデルとなり，都市郊外の広々とした戸建て住宅，都心で働く高収
入の夫と専業主婦の妻，可愛いこどもたちの核家族は，幸福の象徴として，多くの若い女性た
ちの憧憬の的，まさに目指す人生のゴールとなった。
ベティ・フリーダンは，雑誌記者として取材を続ける内に，これらの「理想の家庭」を手に
入れた専業主婦たちの間に，「得体の知れない悩み」が蔓延し，特に高学歴の妻たちの間にこ
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の悩みが深刻であることを発見した。フリーダンは，「女らしさを賛美する風潮」が，女性の
自立を妨げ，妻・母という役割にしか情熱を感じさせない依存的心性を作り上げることを喝破
し，伝統的性役割規範からの解放によってはじめて，女性は自分自身の人生にまともに取組み，
自力で問題を解決し，「得体の知れない悩み」，すなわち，主婦であることの虚無感から自由に
なると主張した。
フリーダンのこの主張は，アメリカにおける第二波フェミニズムの先駆けとなった。性別役
割規範を克服し，男性と対等に「アメリカ社会の主流」に女性が参画することを主張するこの
運動は，１９６６年のNOW（全米女性機構）や７１年のNWPC（アメリカ女性政治会議）などの
創設に結実し，政策決定過程への女性の進出を促進する道を開いたのである。NOWやNWPC
は，その後発展を続け，現在では，連邦・州レベルの議会への女性の進出を支援する，最も有
力な女性政治組織の一つになっている。
 アメリカにおける女性と議会
２００８年１１月，大統領選挙と共に実施された連邦議会選挙の結果，上院の女性議員比率は１７％
（１７／１００），下院のそれは１６．８％（７３／４３５）で，共に前回選挙の結果を上回り，後退することなく
記録を更新し続けている。５０州の州議会選挙も同時に実施され，女性議員比率の平均は２４．３％
であり，比率が最も高いのはコロラド州で３９．０％，最も低いのはサウスカロライナ州で１０．０％
であった１。
女性大統領の誕生がほぼ実現しかけていたアメリカ社会の現状に即して考えれば，これらの
女性議員比率はいかにも低いという印象を与えるに違いない。この選挙結果を直接に反映して
はいないが，列国議会同盟（IPU）が２００８年３月に報告した国会レベルの女性議員比率の国際比
較でも，アメリカは７１位（日本は９．４％で１０５位）に甘んじ，女性の社会進出が際立つ印象を与
える割には，政治的なパリティは必ずしも実現していない。女性の議会進出率が５０％を超える
か，あるいはほぼ半数に近い進出率を示す国々の多くが，「クォータ制度」を採用し，いわば
一定の女性枠を用意する選挙環境であることが，現職再選率が非常に高い小選挙区で競うアメ
リカの女性たちとの間に大きな違いを生み出しているのだが，政治・選挙制度の詳説は本論文
の趣旨をやや外れるので，ここでは控えたい。
 女性議員はなぜ少ないのか
アメリカにおける女性議員の少なさを取り上げた政治学的研究は，１９７０年代後半から１９８０年
代にわたって活発になり，８０年代半ば以降，「アメリカ政治学会（APSA）」の年次大会の分科
会として「女性と政治」研究が常設され，現在に至るまで興味深く斬新な研究成果が報告され
ている２。
１CAWP（Center for American Woman and Politics），Fact Sheet，２００８．
２相内眞子「ジェンダーとアメリカ政治」，（日本政治学会・年報政治学２００３）。
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「女性と政治」研究の主要なテーマは，政治の世界に「女性はなぜ少ないのか，増やすには
どうすればよいのか，増えたら何が変わるのか」であり，伝統的性役割規範や政治文化，議会
の専門度，選挙制度などが中心に論じられてきた。特に「女性はなぜ少ないのか」の原因解明
には多様なアプローチが試みられ，その結果，現在では「女性であること」に基づく，いわゆ
る「ジェンダー・ステレオタイプ」がもたらす不利はほぼ克服されたとする知見が多数を占め
ている。しかしながら，２００８年のヒラリーの予備選挙での落選を巡って，再び「ジェンダー・
ステレオタイプ」が議論の俎上に上がったのである。
２ ヒラリー・ロダム・クリントンの政治生活
 政治家志向の原点
ヒラリー・ロダム・クリントンは，１９９３年にファースト・レディとして登場して以来，全米
市民が最も注目してきた女性の一人であることは間違いない。後述するように，そのファッショ
ンを初め，発言や行動が多くの市民の関心を引き寄せ，またフェミニストにとってはロール・
モデルであり続けている。ヒラリーにとって，２００８年の大統領選挙に勝利し，史上初の女性ア
メリカ大統領になることは，政治人生のすべてをかけた大きな夢であった。その半生をふり返
れば，政治的ステップの一段毎に，彼女のキャリアの照準が，「アメリカ合衆国大統領」に向
けて徐々に絞られていく様を読み取ることができる。
ヒラリーは１９４７年生まれ。シカゴ郊外のパークリッジで，父は織物商，母は専業主婦，社会
と家族の秩序を重んじ，保守的で信仰心の厚い教育熱心な家庭に，二人の弟と共に育った。高
校時代のヒラリーは，青年共和党の活発なメンバーであり，６６年に東部の名門女子大学ウェル
ズリーに進学後も，青年共和党の議長を務めたが，公民権運動やヴェトナム戦争について知る
中で，次第に自身の政治的信条が共和党のそれとは相容れないことに気づいていく。
キング牧師やロバート・ケネディ上院議員の暗殺が続き，シカゴにおける大規模なヴェトナ
ム反戦デモの映像が世界を駆け巡った１９６８年は，ヒラリー自身が述懐しているように，その個
人的・政治的進化にとって一大分岐点となった。すなわち，ヒラリーは，政治活動への関心を，
直接行動に参加すること以上に，むしろ政治公職者としての責任と影響力に向け始めるのであ
る。１９６９年秋，ヒラリーは進学したイェール大学ロースクールでビル・クリントンと出会い，
共通の政治的信条の下につながりを深めていく。ビルは政治公職を目指して故郷アーカンソー
に戻り，二人は７５年に結婚，８０年には一人娘のチェルシーが誕生する。ビルは，７８年の州知事
選挙に初勝利し，８０年に落選するものの８２年には復活して，９２年に大統領選挙に出馬し勝利す
るまで，州知事として再選を続けた。ヒラリーは既に弁護士として活動していたが，知事であ
る夫の要請に応え，州の医療保険や教育改革に取り組んだ。伝統的な価値観が支配的であった
アーカンソー州で，現職弁護士の知事夫人は異例の存在であったが，夫姓のクリントンを使用
するなど，ヒラリーは地元との融和に努めた。ビルは９３年に第４２代アメリカ合衆国大統領に就
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任，ヒラリーは大統領夫人，ファースト・レディの地位を獲得する。
 ファースト・レディとして
ビルはパートナーとしての妻の能力を高く評価し，国民皆保険の可能性を探るため，ヒラリー
を医療保険改革特別部会の座長に指名し，医療保険法案の作成にあたらせたが，その職務権限
の正当性を巡る批判や，企業や製薬会社，大手保険会社の反対，共和党の激しい抵抗に遭い，
医療保険法案は９４年に廃案となる。加えて，アーカンソー時代の不動産投資を巡る疑惑が報道
され，逆風の中で迎えた９４年の中間選挙では，民主党が連邦上下両院で多数派を失い，ヒラリー
は失意の底に突き落とされる。
他方，９５年に北京で開催された国連世界女性会議への出席とスピーチ，それに先立つアジア
への旅は，ヒラリーに，虐げられた女性や子どもたちの人権擁護のために戦うという自身の原
点を再確認させ，新たな自信と活力を与えた。その一方，国内では，疑惑に関する調査が延々
と続けられ，ヒラリーが大陪審に召喚されるなど，厳しい状況に変わりはなかった。しかし，
ビルが通過させた予算案は財政赤字の大幅な削減と大規模な雇用の創出につながり，また選挙
公約である福祉改革法が成立してビルの支持率は上昇に転じ，９６年の大統領選挙で再選された。
ビルの政権第二期目には，ホワイトハウス内の政策集団「ヒラリーランド」が推進してきた
女性・子ども・家族に焦点を当てた政策が実現する。すなわち，保育所や学童保育に連邦予算
が投じられることとなり，働く女性に対する政策的サポートが実現することになった。家族休
暇や乳がん撲滅のための検診，出産後の入院日数の確保など，女性と子どもの権利を強力に擁
護するファースト・レディの存在は，フェミニスト間の絶大な支持と信頼を勝ち取り，これら
の支持と信頼が後のニューヨーク上院選での成功や，大統領選出馬に際しての大きな推進力と
なった。
ヒラリーはその後，おそらく人生最大の試練と思われる，１９９８年のモニカ・ルインスキーと
ビルの「不適切な関係」とそれに続くビルの弾劾裁判（結果は無罪）を乗り越え，２０００年の連
邦上院選挙に，ニューヨーク州から出馬し当選した。ファースト・レディから議員への転身は
例がなく，ニューヨークからの出馬は「落下傘候補」批判を免れなかったが，ヒラリーは共和
党の激しい中傷キャンペーンにも関わらず，対立候補に大勝し，２００６年の再選選挙でも大差で
圧勝した。この圧倒的大差が，ヒラリーの大統領選出馬への道を開くことになった。
 女性大統領に対する世論の反応
女性大統領の実現可能性に対するアメリカ社会の反応は，時代と共に変化してきた。ギャラッ
プ世論調査で「支持政党の大統領候補が女性でも，十分な資格があればその候補に投票する」
と回答した有権者の割合は，調査を開始した１９３７年の３４％から，５０年後の８７年には８２％に上昇
している。９３年の別の調査では，この割合は９２％に達している。さらに一歩進んで，アメリカ
社会が女性大統領を選出する用意があるとする回答者の割合は，２００６年度のギャラップ調査で
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は６０％に達していた。アフリカ系アメリカ人の大統領を選出する用意についても，ほぼ同じ程
度の結果が得られており，ヒラリー，バラク・オバマのどちらが選出されるにしても，アメリ
カ社会の大きな変革を明示する結果に他ならなかった。それだからこそいっそう，フェミニス
ト間では「ガラスの天井」に対する怒りや失望がしばし収まらず，アメリカ合衆国初の女性大
統領誕生を期待した人々の落胆は大きかった。
新政権発足後，ヒラリーは国務長官に就任した。女性としては，ビル・クリントンが指名し
たマデレーン・オルブライト，前任者のコンドリーサ・ライスに続いて３人目である。
３ ヒラリー・ロダム・クリントンは何故予備選挙に敗れたのか
ヒラリーの選挙戦を観察，分析したスーザン・キャロルによれば，その最大の敗因の一つは，
「ジェンダー・ステレオタイプ」への囚われである３。すなわち，アメリカ合衆国大統領とい
う公職は，アメリカ軍の総司令官であり，戦争遂行の最高責任者であるため，女性にその能力
があるかが常に疑問視され，論争の的になっていた。加えて，男女の政治的能力はほぼ対等に
なりつつあるが，「経験」においては男性政治家が女性に勝るという世論調査の結果があるこ
とから，クリントン陣営は，ヒラリーのファースト・レディや上院議員としての「経験」を強
調し，オバマ候補の「未経験」を攻撃する戦略に出たのである。
しかしながら，キャロルによれば，ヒラリーを「女性である」という理由で，政治的に無能
と断じる有権者は皆無といってよい。むしろ，有権者の多くが８年間の共和党政権からの脱却
を欲し，変革を求めている時には，「経験」よりは「新しさ」，つまり「変化」に軍配が上がる
のは予測できたことであり，「変化」の旗印をオバマ候補に譲り渡してしまったこともまた敗
因の一つである。女性もアフリカ系アメリカ人も，アメリカ政治の主流から外れた「アウトサ
イダー」であり，「変化」の旗印は，ヒラリーにも掲げる権利があったのである。ヒラリー陣
営が，「ジェンダー・ステレオタイプ」に過剰にこだわり，誰も疑わないヒラリーの政治的能
力を，わざわざ「経験」を持ち出して強調したことが，「変化」から遠いと理解され，有権者
間に「老獪な政治家」というイメージをむしろ植え付けてしまったのかもしれない。
ジェンダー論からのもう一つの指摘は，「女性リーダーに対する評価が特に低くなる事例」で
ある４。低い評価は，「伝統的に男性が占めていたポジションに女性が就き，男性的なリーダー
シップ・スタイル（きっぱりとした態度や強い主張）をとる場合」に最大化する。これを免れ
る術は，簡単に言えば「女性らしさ」を見せることである。しかし他方で，「女性らしさ」は
政治的無能力と同一視されることから，女性政治家はジレンマに陥らざるを得ない。このジレ
ンマを克服したとされるのが，イギリスの首相を務めたマーガレット・サッチャーである。内
３ Susan J．Carroll．２００９．“Reflections on Gender and Hillary Clinton’s Presidential Campaign：The Good，
the Bad，and the Misogynic．”Politics and Gender Vol.5,No 1:120.
４Jennifer L．Lawless．２００９．“Sexism and Gender Bias in Election２００８：A More Complex Path for Women
in Politics．”Politics and Gender Vol.5, No 1:7080.
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外政策で「タカ派」であったサッチャーは，決してパンツスーツは身につけず，スカートを常
用し，明るい色彩のスーツに身を包み，パールのネックレスとハンドバッグを欠かさない「女
性らしさ」で有権者に接し，「鉄の女」と揶揄されながらも，「女性と男性の両側面をもった」
リーダーとして君臨したのである。
ヒラリーはまた，感情を表に出さず，理性的側面と精神的タフさを強調することで，「ジェ
ンダー・ステレオタイプ」に挑戦したが，むしろ見飽きたそのタフネスよりは，彼女の女性ら
しさや人間的な側面に触れたいと願う有権者の要求には応えられなかった。その結果，ニュー
ハンプシャー州の予備選挙前夜に見せた涙さえ，演技ではないかと疑われたのである。
ヒラリーが，アメリカ史上，類い希な才能を持つ女性政治家の一人であることに異議を唱え
るものはいないであろう。それだからこそいっそう，「ジェンダー・ステレオタイプ」という，
いわば実体のない「怪物」が彼女の選挙戦を支配し，アメリカ合衆国初の女性大統領の実現を
遠のかせてしまったことは惜しまれる。
４ ヒラリー・ロダム・クリントンとファッション
以上見てきたように，ヒラリーとその陣営は，有権者に対する候補者イメージのアピール戦
略を誤ったようであり，結果的にはそれが致命傷となった。すなわち，「政治的女性」の成否
は，その内面性や能力，経験だけではなく，外見上のイメージにも左右されることが明らかに
なったのである。ヒラリーに対する有権者の好悪の感情は拮抗することが多く，支持も多い一
方，不支持も多いとされてきた。ヒラリーの「人間的な側面」にもっと触れたいと考える有権
者は，その外見，即ちファッションにも「人間味」を求めた可能性が高いが，ここでの「人間
味」とは「女性らしさ」であり，ファッションとしてはおそらくスカートをはいた姿なのであ
ろう。
 ヒラリーとパンツスーツ
ヒラリーは，民主党の大統領予備選挙遊説中のほとんどをパンツスーツで通し，有権者にも
パンツスーツ姿で接した。パンツスーツは，現在ではごく一般的な女性のキャリアファッショ
ンとして流通していると思われるが，９０年代初めまで，連邦上院ではパンツスーツの着用が許
されておらず，特に南部出身の男性議員間では，「女性はスカート姿でパンプスを履くのが当
然」とされていた。
ヒラリーがパンツスーツで大統領選挙に臨んだのは，前述したように，「女性的であること」
が選挙戦で不利に働くと考えたからに他ならない。ロサンジェルス・タイムズ紙は，彼女のパ
ンツスーツへのこだわりが「男性として見てもらうための方法であり，おしゃれの時間なんか
ないといわんばかり」と批判する５。確かに，ヒラリーは，過度に女性らしい印象を有権者に
５Elizabeth Snead，“Hillary Clinton：Politics of Fashion” Los Angeles Times, 8/26/2008.
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与えることを危惧して，「ヴォーグ誌」への登場を断ったとされているが，他方，世界的ファッ
ション・デザイナーのヴェルサーチは，ヒラリーについて「政治における男性らしさを張り合
おうとするよりも，女性であることをもっと利用するべきだ。パンツが快適なのはわかるが，
女性であることをチャンスと捉えるべきだ」とし，ヒラリーに膝丈のスカート，そして色は黒
を進言している。
ヒラリーのファッションを巡っては，インターネット上でも多様な意見が交錯した。ヒラリー
のパンツスーツを擁護する意見は，男性がもつ「ビジネススーツという信頼の制服」をもたな
い女性がビジネスや政治の世界でどれほど苦労するかを訴え，また，国の最高ポジションを狙
おうという女性には服装に時間を割く余裕はないと主張し，他方ヒラリーを批判する意見は，
パンツスーツが「私を信じて」効果を巧みに操作し，真の姿を隠すために利用されていると指
摘する。男性のようなスーツを着るのではなく，むしろ女性らしく装うことこそ，自分自身を
見失わず，どのような状況でも自信と能力をもって適切な判断力を下せる証であるとし，前出
のヴェルサーチ同様，膝丈のスカートをはくよう勧めている６。
 セクシュアリティと政治キャリア
おそらく最も論争を呼んだのは，２００７年７月にワシントン・ポスト紙で報道された，上院で
のヒラリーの演説時の服装であろう７。ピンクのジャケットに黒のインナーで，そのV字の胸
のカットが深く，一瞬谷間が覗いたことについてである。記者は，ヒラリーのファッションの
変遷を紹介しつつ，ヒラリーがファースト・レディ時代には女性らしい品位のある，しかもヴィ
クトリア朝風の襟が高く袖も長い，いわばセクシーには見えないドレスを公式の場では着用し，
他方（ファースト・レディのまま）ニューヨーク州の上院議員選挙に出馬した際には黒のパン
ツスーツという，非性化された「制服」に身を包んでいたこと，さらに大統領選挙戦では，パ
ンツスーツスタイルは変えずに色やスタイルで様々なバリエーションで臨み，ファッションを
弄んできたと批判する。その上で，今回の「谷間事件」が，「女性は，知的であるとか，威厳
があるとか，機知に富んでいるなど，個性として評価されることに加えて，性的魅力をもつ人
間として評価されることで満足感を得るということを意味している」と指摘する。すなわち，
記者によれば，ヒラリーは，「（自分に備わっている）知性や威厳はあまりに明白なので，（セ
クシュアルな外見を示したところで），それが翳んでしまうことはあり得ない」という自信を，
「事件」は示している。しかし，記者は同時に，場所をわきまえないセクシュアルな外見は単
なる「挑発」に過ぎず，「知性と威厳」と「セクシュアルな外見」とのアンビバレンスは，そ
れを感じた者を不快にするのであり，ヒラリーほど「どっちつかずのものはない」と手厳しく
批判している。
６Cynthia Nellis，Hillary Clinton’s Style :Does It Matter?
http://fashion.about.com/b/2008/01/08/hillaryclintonsstyledoesitmatter.htm.
７Robin Givhan，“Hillary Clinton's Tentative Dip into New Neckline Territory，”
The Washington Post, 7/20/2007.
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これに対して，ヒラリーの選挙参謀のひとりは，「女性の，精神ではなく身体に焦点を当て
ることは侮辱的だ。それは，仕事の場でまともに扱って欲しいと努力してきた女性に対する侮
辱だ」と反論する８。そして，メディアが，化粧やファッションなど候補者の外見を強調する
ことで，有権者が選択しなければならない「真の争点」を見えにくくしていると批判している。
選挙戦中の候補者の外見については，概して，男性以上に女性に関して報道されることが多
いようだ。アメリカにおいては，ヒラリーが前例となり，女性の大統領候補が出現する可能性
は今後ますます高くなると予想されるが，候補者に関する過剰のファッション論争で「真の争
点」が翳んではならないだろう。
お わ り に
本論文は，「ジェンダー・ステレオタイプ」を構成する要素としてのファッションを取り上
げ，「女性と政治」におけるそのインパクトを，ヒラリー・ロダム・クリントンの選挙戦を事
例に検証したものである。見てきたように，アメリカにおける「女性と政治」は，多様な意味
で「ジェンダー・ステレオタイプ」から自由ではない。また，候補者や政治家のファッション
が有権者に与える効果については，メディア報道がその契機を与えていることから，いわゆる
メディオクラシー（mediocrocy）に対する政治学的なアプローチがなお求められよう。
本論文は，平成２１年度科学研究費補助金の交付を受け，同年８月２０日に開催された日本家政
学会被服心理学部会における口頭発表に基づき再構成したものである。
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